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第
四
章

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

（
提
供
拒
否
の
禁
止
）

第
十
三
条

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
は
、
保
護
の
実
施
機
関
か
ら
法
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
入

所
の
委
託
の
依
頼
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

（
日
常
生
活
上
の
支
援
の
提
供
方
針
）

第
十
四
条

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
入
所
者
の
心
身
の

状
況
等
に
応
じ
て
、
そ
の
者
の
支
援
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
上
の
支
援
の
提
供
が
漫

然
か
つ
画
一
的
な
も
の
と
な
ら
ず
、
継
続
的
か
つ
計
画
的
に
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
管
理
者
）

第
十
一
条

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
は
、
そ
の
施
設
ご
と
に
専
任
の
管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
の
管
理
者
は
、
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
令
和
元
年
厚
生

労
働
省
令
第
三
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
長
を
兼
ね
る
も
の
と
す
る
。

３

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
の
管
理
者
は
、
当
該
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
の
生
活
支
援
員
及
び
生
活
支
援
提
供
責

任
者
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
管
理
者
及
び
従
業
者
の
資
格
要
件
）

第
十
二
条

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
の
管
理
者
は
、
社
会
福
祉
法
第
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
若
し
く
は
社
会
福
祉
事
業
等
に
二
年
以
上
従
事
し
た
者
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

生
活
支
援
提
供
責
任
者
は
、
社
会
福
祉
法
第
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
と
同

等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
は
、
当
該
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
の
生
活
支
援
員
（
日
常
生
活
支
援
施
設
の
管
理
者

及
び
生
活
支
援
提
供
責
任
者
を
除
く
。）が
、
で
き
る
限
り
社
会
福
祉
法
第
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
と
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

人
員
に
関
す
る
基
準

（
従
業
者
の
員
数
）

第
十
条

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
は
、
入
所
者
に
対
す
る
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
う
生
活
支
援
員
を
置
く
。

２

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
置
く
べ
き
生
活
支
援
員
の
員
数
は
、
常
勤
換
算
方
法
（
施
設
の
従
業
者
の
勤
務
延
べ

時
間
数
を
当
該
施
設
に
お
い
て
常
勤
の
従
業
者
が
勤
務
す
べ
き
時
間
数
で
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
施
設
の
従
業

者
の
員
数
を
常
勤
の
従
業
者
の
員
数
に
換
算
す
る
方
法
を
い
う
。）で
、
入
所
定
員
を
十
五
で
除
し
て
得
た
数
以
上
と

す
る
。

３

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
は
、
生
活
支
援
員
の
う
ち
次
項
に
掲
げ
る
員
数
の
者
を
生
活
支
援
提
供
責
任
者
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

生
活
支
援
提
供
責
任
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
入
所
定
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
号
に
掲
げ
る
員
数
を

配
置
す
る
も
の
と
す
る
。

一

入
所
定
員
が
三
十
以
下

一
以
上

二

入
所
定
員
が
三
十
一
以
上

一
に
、
入
所
定
員
が
三
十
を
超
え
て
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
を
加

え
て
得
た
数
以
上

５

生
活
支
援
提
供
責
任
者
は
、
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
専
ら
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
の
業
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
の
取
消
し
等
）

第
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
の
認
定
を
受
け
た
施
設
が
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要

件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
認

定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
公
示
が
さ
れ
た
施
設
が
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
公
示
を
取
り
消
し
、
そ
の
旨
を
公

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
し
、
又
は
認
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停

止
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、当
該
施
設
に
法
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
被
保
護
者
を
入
所
さ
せ
、

又
は
入
所
を
委
託
し
て
い
る
保
護
の
実
施
機
関
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
対
象
者
）

第
七
条

法
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
入
所
さ
せ
、
又
は
入
所
を

委
託
す
る
被
保
護
者
は
、
保
護
の
実
施
機
関
が
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
及
び
生
活
歴
、
そ
の
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題
、
活
用
可
能
な
他
の
社
会
資
源
、
そ
の
者
と
そ
の
家
族
と
の

関
係
等
を
踏
ま
え
、
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
お
い
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
総
合
的
に
判
断
す
る
者
で

あ
っ
て
、
入
所
を
希
望
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

（
支
援
の
内
容
）

第
八
条

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
は
、
そ
の
入
所
者
に
対
し
、
生
活
課
題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
に
応
じ
て

食
事
の
提
供
等
の
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
便
宜
を
供
与
す
る
と
と
も
に
、
入
所
者
が
そ
の
能
力
に
応
じ
て

自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
支
援
計
画

に
基
づ
き
、
家
事
等
に
関
す
る
支
援
、
服
薬
管
理
等
の
健
康
管
理
の
支
援
、日
常
生
活
に
係
る
金
銭
の
管
理
の
支
援
、

社
会
と
の
交
流
の
促
進
そ
の
他
の
支
援
及
び
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章

基
本
方
針

第
九
条

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
お
け
る
支
援
は
、
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
支
援
計
画
に
基
づ
き
、

可
能
な
限
り
、
居
宅
に
お
け
る
生
活
へ
の
復
帰
を
念
頭
に
置
い
て
、
入
所
者
が
そ
の
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
お
け
る
支
援
は
、
入
所
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
当
該
入
所
者
の
立
場

に
立
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
お
け
る
支
援
は
、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
て
、

入
所
者
の
選
択
に
基
づ
き
、
適
切
な
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
就
労
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
総
合
的
か
つ
効
率
的
に

提
供
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
お
け
る
支
援
は
、
入
所
者
に
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
特
定
の
種
類
又
は
特

定
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
不
当
に
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
公
正
中
立
に
行
わ
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
支
援
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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